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新入生同士の交流 
フレッシャーズキャンプは子どもたちを対象に支援活動をおこなってい

る、チャンス・フォー・チルドレンが新入生のために本気を出して企画する

キャンプです。新入生がこのキャンプに参加し、新しい友達を作り、交流

の輪を広げるきっかけ作りにもなります。大学時代にできた仲間とのつ

ながりは人生の財産になること間違いなし。私たちは自信をもって新入

生の皆さんにこのキャンプをオススメします。 

先輩や同輩たちとのつながり 
このキャンプにはチャンス・フォー・チルドレンで活動するメンバー達も数

多く参加しています。新入生10名ほどが一つのグループとなり、料理作り

などのプログラムを行います。昼間は思いっきり自然のなかで身体を動

かし、夜は仲間達と熱く語り合う。たった1泊のキャンプですが、それだけ

とは思えないような濃密な時間が待っています。慌ただしい日常生活の

なかでは気づかずにいた自分自身の声や思いに静かに耳を傾けること

ができる時間と環境がキャンプ場にはあります。 

仲間と一緒に食事 

グループでの食事作りや交流 

チャンス・フォー・チルドレンを知る機会 
私たちはより多くの新入生にチャンス・フォー・チルドレンの活動に参加し

て欲しいと願っています。でも、それは決して無理強いをしたり、強引に

誘ったりすることではないと考えています。私たちの活動に参加する一人

ひとりが活動や組織の雰囲気、想いをよく知った上で、参加する決断をし

て欲しいと思っています。だからこのキャンプに参加して、「何か違う！」と

思ったらそこでやめることも全然ＯＫですし、単に楽しんでもらうだけで

もＯＫです。是非、皆さん、ご参加下さい。 

大自然のなかで思いっきり遊ぶ！ 

■日程 

 2014年5月17日(土)・18日(日) 

 1泊2日 
 

■集散 

 集合 5月17日(土) 10:00 

  JR仙台駅ステンドグラス前 

 解散 5月18日(日) 17:00 

  JR仙台駅ステンドグラス前 
 

■場所 

 木の家・天守閣自然公園 

 宮城県仙台市太白区秋保町 

 湯元字馬乙2-1 

 tel 022-397-2714 

 ※ＪＲ仙台駅からバスで約1時間 

  

 

■内容 

・10人程度のグループに分かれ、み

んなで料理をつくったり、身体を

動かしたり、自然のなかで遊んだ

りします。 

・できるだけみんなが親しくなれる

ようにゆったりしたスケジュール

です。 
 

■定員 

 約30名 

 

■持ち物 

 1日目の昼食（弁当）・着替え・ 

 防寒着（朝晩はかなり寒い）・ 

 タオル・洗面用品・雨具など 

 

■費用 

 4,000円 

 ※宿泊費、食費、保険料、企画費等含む。 

 ※集合場所までの交通費は含みません。 
 

■申込み【締切：4月30日（水）】 

 下記方法でお申込ください。 

 brosis@cfc.or.jp 

  右下のQRコードを読み取る、もしくは上記 

  アドレスにメールを送ると申込フォームを

返信します。そのフォームにアクセスして必

要事項を入力の上、お申込ください。 

 ※応募が殺到した場合は先着順となりま

す。 

 

 

■担当者連絡先 

 阿部 智宏 080-1694-0981 

          022-265-3461  

新入生のためにゼロから企画された、 

新入生のためのキャンプ。 

それがこのフレッシャーズキャンプ。 



きっとなにかを見つけられる。 

大学生だからこそできるキャンプ。 

         はい。4月19日(土)・20日(日)に花見

と新歓パーティーを行います。 

【花見】12時 仙台駅ステンドグラス前集合 

【パーティー】18時仙台駅ステンドグラス

前集合 

参加費はそれぞれ500円。当日参加OK。 

 
 
 

他にも新歓イベントはありま

すか？ 
Q 

A 

         東北大学、宮城大学、宮城教育大学、

東北学院大学、東北福祉大学、宮城学院

女子大学、尚絅学院大学、福島大学、東北

文化学園大学、白百合女子大学、仙台大

学など仙台圏の様々な大学生が集まりま

す。新入生でなくても参加は可能です！ 

 
 
 

どんな人が参加するのです

か？ 
Q 

A 

         私たちチャンス・フォー・チルドレンは

日本の 教育 問題 に取り 組む 団体 です。

2011年3月に発生した東日本大震災に伴

い、被災した子どもたちに対しても継続的

な支援を行うため、同年6月独立、一般社

団法人を設立しました。2014年1月から

は公益社団法人として活動しております。 

 
 
 

どのような団体なのですか？ Q 

A 

チャンス・フォー・チルドレンで活動する先輩たちの声 

 

 

▷子どもと一緒に自分も成長 

 

 

 

 

 将来について真剣に考え、悩みながらも力強く前に進んでいる子どもたちと関わること

で、子どもだけではなく自分自身の将来についても考えることができます。そんなたくまし

い子どもたちとこれからも関わっていき、一緒に成長できるよう頑張ります。 阿部 智宏 
（ブラザー） 
 

 

 

東北学院大学 

2年生   

         東日本大震災で被災した子どもたち

に、学校外の教育サービスで利用できる

クーポンを無償提供し、子どもたちの学校

外教育機会を保障しています。また、大学

生ボランティア（ブラザー・シスター）が電

話または面談で子どもたちのサポートを

おこなっています。 

 
 
 

主な活動はなんですか？ Q 

A 

         学生ボランティアは現在約80名で活

動を行っています。主に、毎月電話や面談

を通して、震災で被災した子どもたちが持

つ不安のサポートをおこなっています。ま

た、子 ど も た ち を 支 え る た め に、チ ャ リ

ティーイベントの企画・実施等もおこなっ

ています。 

 
 
 

学生はどんな活動をするの

ですか？ 
Q 

A 

         子どもの進路相談・学習支援の活動

をおこなうには、研修への参加が必須とな

ります。研修の詳細については担当者まで

お問合せください。 

【研修日程】6月14日、15日10時～18時 

※どちらか1日に参加ください。 

 
 
 

チャンス・フォー・チルドレンで活動

するにはどうしたらいいですか？ Q 

A 

 

 

▷子どもたちから学ぶものは大きかった 

 

 

 

 

 「子どもの何か力になりたい」と思って始めたことが、逆に子どもたちから色々と学ばせ

てもらいました。  

 これから小学校教員として働きますが、子どもと何でも打ち明けて話せるようになった

ことは、これからの長い教員生活に活きてくるだろうと思います。  

大久保 裕隆 
（ブラザー） 
 

 

 

東北福祉大学 

2012年度卒   

 

 

▷私の原動力になっています 

 

 

 

 

 「被災地の力になりたい」「子どもが好き」という漠然とした思いから活動に参加しまし

た。 接する度に、成長した姿を見せてくれる子ども達との面談は、私の楽しみでもあり自

分を見つめ直す機会にもなっています。 子ども達の中には私たちの活動に興味をもって

くれる子もいて「助け合いのサイクル」を感じる嬉しい瞬間に出会うこともできました。 

こうした子どもたちとの関わりは私の原動力になっています。 

三笠 茜 
（シスター） 
 

 
 

尚絅学院大学 

4年生  


